
➢ ミャンマー人にとって馴染みがあり、かつ児童の発達段階に応じた活動の提供や、課題をうまく達成出来ない児童への対応方法等の指導書へ
の記載により、これまで体育の授業を行ったことがない教師でも指導が出来るようなった。

➢ 現職教員向け新カリキュラム導入研修の実施教員研修に体育のデモンストレーション演習を含めることで、これまで体育の授業を行ったことが
なく、また自身も小学生の頃に体育の授業を経験していない教師の指導能力が向上した。

❹心身ともに健全な人材の育成～健康増進～ ❺心身ともに健全な人材の育成～教育～

ボリビア「スポーツごみ拾い（スポGOMI）」 ２０２２年10月28日

競技前にごみ袋を持ってラジオ体操を行う参加者

背景/課題

ボリビアのほとんどの自治体同様、ラパス県ソラタ市ではごみ収集、投棄場の維持管理、水質・土壌
汚染といった衛生問題を抱えている。自治体と市民が一体となって廃棄物処理に取組む必要があ
るが、特に市民の環境に対する意識が低いため、市内や河川へのゴミのポイ捨て・不法投棄等が常
態化している。

目的

➢ ラパス県ソラタ市民のゴミに対する意識が向上し、リサイクルが推進され、ポイ捨て・不法投棄
が減少する。

活動内容

➢ 草の根技術協力の実施機関である（NGO）DIFARが持つ知見を活用し、ラパス県ソラタ市でス
ポーツごみ拾い（スポGOMI：決められた場所でチームごとにごみを集め、その量と質でポイン
トを競い合う日本発祥のスポーツ）のイベントを開催

➢ イベントの前日に市役所職員、学校関係者・生徒を対象にゴミの分別について研修を実施

成果

➢ （NGO）DIFARに配属された「廃棄物処理」のナショナルボランティア（試行的に実施したボリビア国内の青年によるボラン
ティア事業）1名、NGO職員（元JICA海外協力隊員）1名、JICA職員1名、企画調査員（ボランティア事業）1名が、市役所職員約
10名と協働し、市民約70名の参加者と共に約250kgのごみを収集した。
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